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★

広
島
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

規
則
第
七
十
八
号)

(
自
然
環
境
保

全
室)

一

改
正
の
要
旨

県
立
自
然
公
園
特
別
地
域
等
内
に
お
け
る
許
可
又
は
届
出
を
要
し
な
い
行
為
に
つ
い
て
、
必
要
な
規

定
の
整
備
を
行
っ
た
。

二

施
行
期
日

平
成
十
九
年
四
月
一
日

★

広
島
県
自
然
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

規
則
第
七
十
九
号)

(

自
然
環
境

保
全
室)

一

改
正
の
要
旨

県
自
然
環
境
保
全
地
域
の
特
別
地
区
内
に
お
け
る
許
可
等
を
要
し
な
い
行
為
等
に
つ
い
て
、
必
要
な

規
定
の
整
備
を
行
っ
た
。

二

施
行
期
日

平
成
十
九
年
四
月
一
日

規規規

則則則

広
島
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
六
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
規
則
第
七
十
八
号

広
島
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

広
島
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則

(

昭
和
三
十
九
年
広
島
県
規
則
第
八
十
七
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
第
十
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
七
の
二

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律

(

平
成
十
六
年
法
律

第
七
十
八
号)

第
三
章
の
規
定
に
よ
る
防
除
に
係
る
特
定
外
来
生
物
で
あ
る
木
竹
を
伐
採
す
る
こ
と
。

第
二
十
条
中
第
二
十
八
号
の
三
十
を
第
二
十
八
号
の
三
十
一
と
し
、
第
二
十
八
号
の
十
三
か
ら
第
二
十
八

号
の
二
十
九
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
十
八
号
の
十
二
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
八
の
十
三

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
章
の
規
定

に
よ
る
防
除
に
係
る
特
定
外
来
生
物
で
あ
る
木
竹
を
伐
採
す
る
た
め
に
立
ち
入
る
こ
と
。

第
二
十
条
中
第
三
十
二
号
を
第
三
十
三
号
と
し
、
第
三
十
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
十
二

道
路
、
駐
車
場
、
運
動
場
、
芝
生
で
覆
わ
れ
た
園
地
、
植
生
の
な
い
砂
浜
そ
の
他
の
原
状
回
復

が
可
能
な
場
所
に
お
い
て
、
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
す
る
自
然
を
活
用
し
た
催
し
を
実
施
す
る
た
め
、

工
作
物
を
新
築
し
、
改
築
し
、
若
し
く
は
増
築
し
、
広
告
物
等
を
建
築
物
の
壁
面
に
掲
出
し
、
若
し
く

は
設
置
し
、
若
し
く
は
工
作
物
等
に
表
示
し
、
小
規
模
に
土
地
の
形
状
を
変
更
し
、
又
は
屋
根
、
壁
面
、

塀
、
橋
、
鉄
塔
、
送
水
管
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
色
彩
を
変
更
す
る
こ
と

(

一
時
的
に
行
わ

れ
、
当
該
催
し
の
終
了
後
遅
滞
な
く
原
状
回
復
が
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
催
し
に
関
し
、

地
方
公
共
団
体
が
作
成
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
計
画
で
あ
つ
て
、
当
該
催
し
の
開
始
の
日

の
三
十
日
前
ま
で
に
知
事
に
提
出
さ
れ
た
も
の
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お

い
て

｢

工
作
物
の
新
築
等｣

と
い
う
。)

。

イ

催
し
の
名
称
、
概
要
、
主
催
者
名
、
開
催
場
所
及
び
開
催
期
間

ロ

風
致
の
維
持
の
た
め
に
行
わ
れ
る
措
置
の
内
容
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ハ

原
状
回
復
を
確
実
に
実
施
す
る
た
め
の
体
制
及
び
方
法
並
び
に
そ
の
実
施
期
限

ニ

工
作
物
の
新
築
等
に
着
手
す
る
十
五
日
前
ま
で
に
、
そ
の
概
要
を
知
事
に
通
知
す
る
旨

第
二
十
二
条
第
一
号
イ
中

｢

第
十
六
号｣

の
下
に

｢

、
第
十
七
号
の
二｣

を
加
え
、｢

第
二
十
八
号
の
十

八
、
第
二
十
八
号
の
二
十
七
又
は
第
二
十
八
号
の
三
十｣

を｢

第
二
十
六
号
の
十
六
、
第
二
十
八
号
の
十
三
、

第
二
十
八
号
の
十
九
、
第
二
十
八
号
の
二
十
八
又
は
第
二
十
八
号
の
三
十
一｣

に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
中
第
十
六
号
を
第
十
七
号
と
し
、
第
十
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
六

道
路
、
駐
車
場
、
運
動
場
、
芝
生
で
覆
わ
れ
た
園
地
、
植
生
の
な
い
砂
浜
そ
の
他
の
原
状
回
復
が

可
能
な
場
所
に
お
い
て
、
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
す
る
自
然
を
活
用
し
た
催
し
を
実
施
す
る
た
め
、

工
作
物
を
新
築
し
、
改
築
し
、
若
し
く
は
増
築
し
、
広
告
物
等
を
建
築
物
の
壁
面
に
掲
出
し
、
若
し
く

は
設
置
し
、
若
し
く
は
工
作
物
等
に
表
示
し
、
又
は
小
規
模
に
土
地
の
形
状
を
変
更
す
る
こ
と

(

一
時

的
に
行
わ
れ
、
当
該
催
し
の
終
了
後
遅
滞
な
く
原
状
回
復
が
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
催

し
に
関
し
、
地
方
公
共
団
体
が
作
成
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
計
画
で
あ
つ
て
、
当
該
催
し

の
開
始
の
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
知
事
に
提
出
さ
れ
た
も
の
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
以
下

こ
の
号
に
お
い
て

｢

工
作
物
の
新
築
等｣

と
い
う
。)
。

イ

催
し
の
名
称
、
概
要
、
主
催
者
名
、
開
催
場
所
及
び
開
催
期
間

ロ

風
景
の
維
持
の
た
め
に
行
わ
れ
る
措
置
の
内
容

ハ

原
状
回
復
を
確
実
に
実
施
す
る
た
め
の
体
制
及
び
方
法
並
び
に
そ
の
実
施
期
限

ニ

工
作
物
の
新
築
等
に
着
手
す
る
十
五
日
前
ま
で
に
、
そ
の
概
要
を
知
事
に
通
知
す
る
旨

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

広
島
県
自
然
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
六
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
規
則
第
七
十
九
号

広
島
県
自
然
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

広
島
県
自
然
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則

(

昭
和
四
十
八
年
広
島
県
規
則
第
六
十
二
号)

の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
一
号
ハ
タ�
中

｢

海
洋
汚
染
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律｣

を

｢

海
洋
汚
染
等
及
び

海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律｣

に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
一
号
ヲ
中

｢

海
洋
汚
染
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律｣

を

｢

海
洋
汚
染
等
及
び
海

上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律｣

に
改
め
、
同
条
第
五
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヘ

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律

(

平
成
十
六
年
法
律
第
七

十
八
号)

第
三
章
の
規
定
に
よ
る
防
除
に
係
る
特
定
外
来
生
物
で
あ
る
木
竹
を
伐
採
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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